
1

東京でのディスカッションと広島でのフィールドワークを組み合わせたPBL型のリカレント教育プログラム。
様々な背景を持つ社会人で構成されたチームで企業、業界および地域の課題を発見し、解決していく4か月間のセッションを行った。

1. プログラムの狙い

① 地方経済、産業の落ち込み（首都圏一極集中など）
⇒ 地方企業の活性化を通して、地域の産業・経済などを元気に！

② 地方企業における経営課題
⇒ 多岐にわたる経営・事業課題への解決策を！

③ 地震・豪雨などの自然災害からの復興
⇒ 災害からの復興を通じて、地域経済や社会を元気に！

立命館東京キャンパス

地域の強みを生かした産業振興／企業としてのレジリエンス向上を実現する「チェンジ・メイカー」の育成・活躍が必要

チェンジ・メイカー育成プログラムでは・・・多様な視点が混ざりながら、地域・企業の課題への解決策を探り、また、企業が抱える課題を、
現場で学び、解決策を提案

①課題を探る：限られた期間の中で、課題を発見し、解決へ向けて考え抜く

②チームで挑む：異なるバックグラウンドの参加者が集まり、チームを編成
一丸となって課題解決を図ることを通し「チームワーク」の涵養につなげる

③提案する：課題への解決策提案をゴールとし、やりきる経験を得る
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① プログラム推進体制

受入先選定のコンセプト

 社歴が長く、地域に密着している

 業界に成長可能性がある

 企業としての取り扱い製品に構造的課題
がある

 同様に、成長の可能性や機会がある

③ 受講生の構成

受講者数20名, 「混ぜる」ことを意識して、年齢（10～60代）、性別、経歴※、国籍などを多様化させた選考を行った。
※学生、社会人（正規、非正規）、フリーランス、主婦、転職活動中など

■設立 大正7年（1918年）10月8日

■主な事業内容
• アルコールならびに酒類の製造販売
• 食料品工業（澱粉・ブドウ糖・嗜好飲料・調味料並食料品）の製造販売
• 酒類の輸入ならびに販売 など

■取扱商品
• 清酒
• 焼酎
• ウイスキー
• リキュール など

選定企業：中国醸造株式会社

２. 実施概要

②受け入れ企業
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3. 実施スケジュール

・全8回（合計約40時間）

・平日夜間、土曜日に開講 別途、チームごとにLMSを活用しながら、リサーチの分担や共有、ディスカッション、プランニングを実施

・各チームにはサポーターとしてキャリコンサルタントを配置し、メンバーとの対話を行いながらチーム力を向上

・受け入れ企業のある広島にてフィールドワークを２回実施 遠隔MTG など、ICTを活用
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②受講者個人の成果

マインド及びスキルが向上

4. 成 果

①PBLの成果 全チームが課題解決の提案を実現

「企業」「業界」「地域」
それぞれの課題をチームで検討
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・今後のキャリア形成において一つの軸となるものができた（31才男性）

・仕事で上司に意見をしっかり伝えることができるようになった。そのせいかはわからないが、
上司が異動になった後のポジションにつくことになった（32才女性）

・今まで人材育成に苦労していたが、今回のチェンジ・メイカーにより突破口が少見えた
様に感じる（39才男性外国籍）

・ 転職し、4月から●●の役場の一員として観光PRに取り組むことになった
（45才女性）

・PBL参加後、『失敗は経験値』と認識するようになっている自分と世間的な常識に
ギャップがあるのを改めて感じた（50才女性）

5. 受講生の声
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